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1 各名称について

CIPSの納期管理で使用している名称は下記です。

オーダー仕掛日

客先納期

客先に納品する日付（客先から指定された納期）

スケジュール納期

社内で完成させるべき日付（社内納期）
CIPSでは、スケジュール納期を基に工程納期を算出します。

製造を開始する日付（第1工程を開始する日付）

工程仕掛日

工程を開始すべき日付

工程納期

工程を完了すべき日付（工程を完了する納期）

各工程仕掛日と工程納期は
オーダー仕掛日から

スケジュール納期の期間で
比率によって算出されます。

したがって、オーダー仕掛日と
スケジュール納期の期間が長い場合は

工程納期が間延びします。
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2 オーダー仕掛日

オーダー登録時に、客先納期を設定すると自動でオーダー仕掛日を算出します。
オーダー仕掛日は、オーダー登録時にスケジュール納期に対して、製造日数を逆算して算出します。
製造日数とは、オーダー仕掛日からスケジュール納期までの日数のことです。

デフォルトの製造日数を設定できます。
デフォルトの日数を表示させたい場合はお問い合わせください。

0-3. デフォルト設定 ＜第3優先＞

取引先マスタにて、取引先単位で製造日数を設定できます。
この設定がされている取引先でオーダーを登録した場合は、この設定が優先されます。

0-2. 取引先マスタにて取引先単位で設定 ＜第2優先＞

製品マスタにて、品番単位で製造日数を設定できます。
この設定がされている品番でオーダーを登録した場合は、この設定が優先されます。

0-1. 製品マスタにて品番単位で設定 ＜第1優先＞

4CiPS FACTORY  - 各種納期設定について



通常、オーダー仕掛日はオーダー登録時に算出された日付のまま、製造指示が掛かります。
オーダー登録時と展開処理までにタイムラグがある場合は、下記の設定から再計算を行えます。

1. オーダー仕掛日を展開処理時に再計算する

オーダー入力にてスケジュール納期を設定すると、登録した製造日数を基に、仕掛日を算出します。
オーダー登録した際に算出された仕掛日を採用するパターンです。（仕掛日は手修正できます）

1-1. 受注時の仕掛日のまま、再計算をしない

展開処理をした際に、製品マスタの製造日数をスケジュール納期から逆算して仕掛日を算出します。
「受注時の仕掛日のまま、再計算をしない」パターンと似ていますが、このパターンは展開処理時に
再計算をするので、受注登録後に製造日数や納期を変更しても、仕掛日算出に適用することが出来ます。

1-2. 展開処理時に、製品マスタの製造日数で再計算する

展開処理時に再計算

スケジュール納期の3日前が仕掛日になります。
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展開処理をした際に、工程の工数と移動日数でスケジュール納期から逆算して仕掛日を算出します。

1-3. 工程の工数と移動日数で再計算する

工程の工数と移動日数の合計時間は

移動時間3D＋作業時間5H＝3D5Hです。

スケジュール納期から3D5H前が

仕掛日になります。

展開処理時に再計算

展開処理をした際に、工程の移動日数でスケジュール納期から逆算して仕掛日を算出します。

1-4. 工程の移動日数のみで再計算する

移動日数の合計時間は3Dです。

スケジュール納期から3D前が

仕掛日になります。

展開処理時に再計算
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3 スケジュール納期

オーダー登録時に、客先納期を設定すると自動で社内納期を算出します。
自動で算出する日付は、下記の設定から算出されます。
また、自動で算出したスケジュール納期に対して、手動で変更することが出来ます。

デフォルトの日数を設定できます。
デフォルトの日数を表示させたい場合はお問い合わせください。

0-3. 設定ファイルでのデフォルト設定 ＜第3優先＞

取引先マスタにて、取引先単位で客先納期の何日前をスケジュール納期とするか設定できます。
この設定がされている取引先でオーダーを登録した場合は、この設定が優先されます。

0-2. 取引先マスタにて取引先単位で設定 ＜第2優先＞

製品マスタにて、品番単位で客先納期の何日前をスケジュール納期とするか設定できます。
この設定がされている品番でオーダーを登録した場合は、この設定が優先されます。

0-1. 製品マスタにて品番単位で設定 ＜第1優先＞
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4 工程納期

工程納期は、仕掛日からスケジュール納期までの期間で、各工程の比率に応じて算出しています。
仕掛日からスケジュール納期までの期間が短ければ工程納期も縮まり、逆に長ければ間延びします。

工程納期は、各工程のリードタイムを比率化して、期間内で割り振り、各納期を算出しています。
各工程のリードタイム：移動時間＋段取時間＋（作業時間×製造数）

0-1. 比率の計算方法

仕掛日からスケジュール納期までの期間は10日間です。

工程のリードタイムは全て「1Ｈ」ですので、全工程の比率は「1：1：1：1：1」になります。
仕掛日からスケジュール納期までの期間は「10日」なので、10日間を上記の比率で割り振ります。

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「１」 2日間が割り振られる
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したがって、各工程のリードタイムが違う場合は、下記の様に比率で割り振られます。

仕掛日からスケジュール納期までの期間は10日間です。

全工程の比率は「1：1：3：3：2」になります。
仕掛日からスケジュール納期までの期間は「10日」なので、10日間を上記の比率で割り振ります。

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「１」 2日間が割り振られる

比率「３」 3日間が割り振られる

比率「３」 3日間が割り振られる

比率「２」 2日間が割り振られる
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5 子品番の納期

親オーダーを展開処理すると、子品番オーダーが作成されます。
子品番の社内納期は、親品番の子品番をぶら下げた工程の工程仕掛日になります。

親の「溶接工程」に子品番をぶら下げたので、子品番オーダーの社内納期は
親の溶接工程の仕掛日になります。

子品番の客先納期：親の客先納期と同じになります。

子品番のスケジュール納期：子品番をぶら下げた親工程の工程仕掛日になります。
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6 構成品の発注納期

工程に構成品をぶら下げ、「発注予約を自動作成する」にチェックを入れると、自動発注が出来ます。
この際、発注予約一覧に反映される発注納期は、ぶら下げた工程の工程仕掛日になります。

溶接工程に管理部品をぶら下げています。

溶接の工程仕掛日は「2025年4月15日」です。
溶接工程に管理部品をぶら下げたので、管理部品の発注納期は溶接の工程仕掛日と同じ日付になります。
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